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草津町・草津温泉とは

位置　　　群馬県北西部
総面積　　４９．７ｋ㎡
人口　　　６，０６１人
　　　　　　　　　　　　（Ｒ４年１０月１日現在）



本日のテーマ

にっぽんの温泉１００選　１９年連続１位

人気温泉地ランキングで１位を取り続ける
草津温泉の魅力は何か？



古くから今も愛され続ける温泉地
観光経済新聞社主催
にっぽんの温泉１００選　１９年連続１位

BIGLOBE社主催
みんなで選ぶ温泉大賞　１３年連続東の横綱

リクルート主催
じゃらんnetユーザーが選んだ
人気温泉地ランキング２０２２
　　　　　　　　１６年目にして初の１位



草津町民憲章

昭和５４年１０月１日制定

わたくしたち草津町民は恵まれた
郷土の自然と千古の昔から
尽きることなくこんこんと
湧き出でる豊富な温泉に感謝し、
先人の偉業を受けついで、
明るく豊かな住みよい
文化観光都市を造るため、
国際的視野と未来への展望にたって
ここに町民憲章を定めます。



その他の地域特性

〇自然湧出量日本一

〇日本三名泉（草津・有馬・下呂）

〇平均標高１，２００ｍ

〇年間平均気温７℃

〇夏季でも平均１８℃（３０℃はほぼ超えませ
ん）

温泉街エリア「クラシック草津」

外周エリア「リゾート草津」



ベルツマインドと外国人女史の献身的奉仕



ベルツが確立した湯治文化　継承する文化
時間湯 伝統湯

健康と温泉フォーラムページより

「草津は高原の
　保養地として最も適地であ
る。
　草津には優れた温泉のほか、
　日本でも最上の山と空気と
　全く理想的な飲料水がある。
　こんな土地が
　もしヨーロッパにあったら
　どんなににぎわうだろう」



江戸時代のころの湯畑

明治時代のころの熱乃湯

明治時代のころの湯畑

草津温泉の歩み

この時代から街の中心にシンボルがあるのは１つの奇跡かもしれない



まちづくりの変遷

昭和の湯畑 令和の湯畑平成の湯畑

昔の湯畑は、柵の形が四角形　今の独特な形になっているのは岡本太郎氏が携わったから



泉質：酸性・含硫黄-アルミニウム-硫酸塩・塩化物温泉
　　　（硫化水素型）（酸性低張性高温泉）　　　※湯畑源泉

草津温泉の泉質と湯量

源　泉 湧出量
湯畑 4,040
白旗 659
西の河原 1,073
地蔵 252
煮川 817
万代鉱 6,200
その他 19,259
合　計 32,300

平成１８年調査



立地とモータリゼーションの変化

草軽鉄道の開通-1926

長野原線の開通-1945

志賀草津道路の開通-1965



「泉質主義」宣言　→　草津温泉のベース
高速道路も通らない・・・
新幹線も通らない・・・
そもそも駅もない・・・
草津温泉を囲うように整備される交通アクセス

草津温泉をみんなでどうしようか考えた
ずっと育んできた「温泉を大事にする想い」を前面に！

自然湧出泉として湯量日本一です。
源泉かけ流しの天然温泉です。
強力な殺菌力を誇る温泉です。



草津のBRANDとBRAND EXTENSION

・草津節
・温泉まんじゅう
・湯もみ
・共同浴場スキー場開発
・草津音楽アカデミー
・ザスパクサツ群馬
・近年のまちづくり

温泉

草津BRAND BRAND EXTENSION



近年のまちづくり　草津温泉再整備

湯源湯路街プロジェクト　2012-2015

灯路計画　2016-

裏草津地蔵　再整備　2018-2022

温泉門と中央通り　2021-

リゾートエリアの再開発　2019-



湯源湯路街プロジェクト　湯畑再整備

2013　御座之湯再建
江戸から明治

2015　熱乃湯新生
大正ロマン

2014　湯路広場誕生
昭和レトロ

「まちづくりは景色づくり」
「時代の物語のあるまちづくり」



灯路計画　ライティング事業

2016　湯畑ライティング

「夜のまち歩き創出へ」

2018　丸山ライトアップ2017　西の河原公園ライティング



裏草津地蔵再整備
「まち歩きの懐が広がる」

「賑やかな温泉街に対し、くつろげる憩いの場を」



温泉門と中央通り①

温泉街の入口は、
渋滞の起きやすい場所・・・

立体交差による解消を
目指す中で
ただの無機質な造りでは・・・

温泉門　建設中！

麓にはポケット「湯畑」！
近隣に駐車場も！



リゾートエリアの再開発　草津温泉スキー場
「近未来へ翔ける」

「自然に触れる別格の癒し」

Imag
e

BanZipTENGU　
2019-

全長５００ｍ/時速７０ｋｍ

SKY-SWING　2022-

高さ１０ｍ/２人乗り

ゴンドラの架替＆レストラン　-Planning

連結式ゴンドラを天狗山に　眺望の良い近未来的なレストランも

２０１８年　草津本白根山の噴火により
約８ｋｍのダウンヒルは半分に・・・

家族連れや初心者
雪遊びを楽しみたいインバウンドを
ターゲットとした再開発を



草津温泉全体の
マーケティング

雇用環境の整備と
人材の

確保・定着・育成

観光人材の育成

新観光創生
部会

人材育成部会

グローバル
マーケティング

部会

草津温泉版　DMO（観光地域づくり法人）



草津温泉のSDGｓ　-世界基準の温泉観光地へ-

■　安定的な雇用
■　雇用環境整備

■　フードロス対策
■　地域特産物活用

■　山坂の活用
■　ワクチン等整備

■　草津っ子育成
■　草津塾

■　女性の活躍
■　独自の子育支援

■　中和工場
■　上下水道再整備

■　熱交換の仕組み
■　融雪道路

■　確保/定着/育成
■　草津ブランド

■　観光資源活用
■　温泉文化

■　町民憲章理念
■　観光立町

■　まち/ひと/仕事
■　進化を続ける

■　景観維持改善
■　泉質主義

■　白根山の活動
■　温泉成分研究

■　仕入導線
■　中和工場

■　国有林の活用
■　街と緑化

■　町民憲章理念
■　ユニバーサル化

■　観光地域づくり
■　地域一体/連携













































Onsen

Ism 

Kusatsu

Abundant,Natural,Pure, 
Proud of our Onsen Excellence

資料出展　高崎商科大学特任教授　熊倉浩靖氏
　　　　　草津温泉観光協会　


